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(1) 動機：多彩なセンサを備えたスマートフォンの普及

により，低コストにセンサ情報を収集する事が出来

る様になってきた．これらモバイル端末が収集する

センサ情報を利用する事で，世界中のセンサ情報

を誰でも利用し活用出来る社会を実現出来る．ま

た，収集されるセンサ情報を長期間に渡って蓄積

する事が出来れば，過去のセンサ情報を用いて未

来の予測に活用するサービスを実現可能である．

この様なサービスを実現するためには，世界中の

人々が持つモバイル端末が日常的に収集している

センサ情報を継続的に蓄積する必要がある．しか

しながら，そのためには膨大なストレージ容量が必

要となる．本研究では，モバイル端末内にセンサ情

報を保持させたまま，目的とする地理的範囲に関

連付けられたセンサ情報を取得可能なセンサ情報

蓄積手法を提案する．提案手法の特徴は，クラウド

コンピューティングを用いて，管理する情報の偏り

に応じた動的なネットワークを構築し，偏りに起因

する負荷の集中を平滑化させる事が可能である点

である．  

 

(2) アプローチ：モバイル端末は1 分毎にセンサ情報を

取得し，位置情報と紐付けて端末内に保存するも

のとする．この時，全ての端末が集めたセンサ情報

取得位置をシステムが収集する場合，1 分毎に全

ユーザからの取得位置通知が送信されるため，シ

ステムの負荷が高くなるという問題がある．そこで，

提案手法ではある一定の大きさ（例：１ｋｍ×１ｋｍ）

に地球平面を分割し，その領域内で初めてセンサ

情報を収集した場合にのみ端末が取得位置通知

を行う事とした．この事で，1 分毎に送られる通知の

量を減らすだけでなく，システムが管理する必要の

ある情報を削減出来る．また，取得位置通知を管

理するために，クラウドコンピューティングを活用し

たオーバレイネットワークを構成する．オーバレイネ

ットワークを動的に構成する事で，取得位置通知の

偏りを平滑化する事が出来る．この事により，クラウ

ド内の仮想計算機間での負荷の集中を緩和してい

る．  

 

(3) 結果：提案手法が負荷を分散出来る事を，実際の

人の移動軌跡データを用いてシミュレーション実験

を行なう事で示す．シミュレーションには，東京大学

空間情報科学研究センターの提供する平成 20 年

度の東京都市圏における人の流れデータのうち，1
万人分のデータを用いた．ユーザ端末は 0 時から

23 時 59 分まで，1 分毎にセンサ情報を移動しなが

ら取得する．取得位置通知の量を領域毎に表した

ものを図 1 に示す．最も多い領域では，約 9，000 端

末が取得位置通知を行っていた．図2には，提案手

法を適用した際に，各領域を管理する仮想計算機

が保持する取得位置通知の量を示した．取得位置

通知の量が多くなっている領域を複数の計算機が

管理する事で，負荷の集中を緩和出来ている事が

わかる． 

 

  
図 1：取得位置通知の分布                 図 2：計算機が管理する通知の分布 


